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高
市
自
維
政
権
の
「
日

本
を
強
く
豊
か
に
」
「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」
と
い

う
掛
け
声
の
も
と
、
国
民

の
暮
ら
し
を
な
い
が
し
ろ

に
し
、
大
企
業
や
富
裕
層

の
利
益
拡
大
や
軍
備
増
強

を
図
り
、
医
療
・
介
護
を

は
じ
め
社
会
保
障
を
削
減
・
抑
制

す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
▼

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除

外
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
上

限
引
き
上
げ
、
介
護
事
業
の
人
員

基
準
緩
和
や
自
治
体
事
業
化
を
進

め
る
「
特
定
地
域
サ
ー
ビ
ス
」
の

創
設
な
ど
、
健
康
・
介
護
保
険
制

度
の
改
悪
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
上
昇
に
よ
る
事
業
費
用
の
高

騰
、
診
療
・
介
護
報
酬
の
抑
制
、

生
活
困
難
や
負
担
増
大
に
伴
う
受

診
や
介
護
利
用
の
抑
制
と
い
う
事

態
が
西
濃
医
療
生
協
の
経
営
困
難

を
増
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

他
の
多
く
の
医
療
・
介
護
事
業
に

も
共
通
す
る
も
の
で
す
▼
高
市
自

維
政
権
の
政
策
路
線
は
、
国
民
の

願
い
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
安
定
し
た
強
固
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
般
の
朝

日
新
聞
・
東
大
（
谷
口
研
究
室
）

の
「
有
権
者
向
け
共
同
調
査
」
に

よ
り
ま
す
と
、
も
っ
と
も
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
12
の
政
治

課
題
の
中
の
圧
倒
的
最
多
は
「
年

金
・
医
療
・
介
護
」
の
38
％
で
あ

り
、
続
い
て
物
価
対
策
を
含
む

「
財
政
・
税
制
・
金
融
」
の
17
％

で
す
。
「
（
改
憲
・
護
憲
を
含
め

た
）
憲
法
」
は
わ
ず
か
１
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
▼
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
全
世
代
型
社
会
保

障
」
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」

「
手
取
り
を
増
や
す
」
「
経
済
成
長

が
福
祉
の
前
提
」
「
給
付
の
効
率

化
・
重
点
化
」
な
ど
の
掛
け
声

が
、
国
民
意
識
に
広
く
浸
透
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
国
民
、
と
り

わ
け
若
い
「
現
役
世
代
」
が
社
会

保
障
の
削
減
・
抑
制
を
受
容
し
て

い
く
大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
▼
今
こ
そ
、
私
た
ち
西
濃
医

療
生
協
が
掲
げ
て
き
た
理
念
「
最

後
ま
で
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
医
療
・
介
護
事
業
の
創
造
」
や

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

に
も
と
づ
く
事
業
や
活
動
の
発
展

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
医
療
・
介
護
を
は
じ
め
社
会

保
障
の
将
来
像
、
さ
ら
に
地
域
社

会
、
ひ
い
て
は
日
本
の
将
来
像
を

具
現
化
し
て
い
く
道
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

理
事
長

木
村
隆
之

第

回
通
常
総
代
会
開
催

６
月
28
日
、
大
垣
市
情
報
工
房
ス
イ

ン
ク
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
代
会
を
開
催

し
、
総
代
81
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
人
、

役
職
員
50
人
あ
わ
せ
て
１
３
３
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
13
時
30
分
総
代
会
開
会

に
あ
た
り
、
黒
田
理
事
が
今
総
代
会
が

定
款
に
基
づ
き
出
席
定
数
を
満
た
し
成

立
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
、
議
長
に

揖
斐
支
部
小
倉
文
雄
総
代
と
北
支
部
小

林
敬
子
総
代
を
選
出
し
て
議
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

木
村
隆
之
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

全
岐
阜
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
根

崎
周
一
会
長
理
事
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
会
を
代
表
し
て
中
村
英
洋
専
務

理
事
が
５
つ
の
議
案
を
一
括
提
案
し
ま

し
た
。
監
事
監
査
報
告
は
高
田
一
朗
監

事
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
全
体
討
議
は
、
総
代

２
人
、
理
事
１
人
、
事
業
所
５
人
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
全
体
討
議
の
ま

と
め
の
後
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
関
連
記
事
２
・

３
ペ
ー
ジ
）
。

25
総
代
・
役
職
員
な
ど
１
３
４
人
が
出
席

今
年
の
健
康
ま
つ
り
は
10
月
25
日
（
日
）

介
護
セ
ン
タ
ー
・
診
療
所
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

い
っ
そ
う
の
経
営
改
善
・
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
・
組
織
の
強
化
を

め
ざ
す
活
動
方
針
を
活
発
に
議
論
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第
１
号
議
案

活
動
報
告
と
決
算

①
健
康
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

班
活
動
、
外
に
出
る
活
動
、
平
和
を

守
る
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た

班
活
動
で
は
、
新
し
く
４
班
が

で
き
、
年
間
３
８
９
回
の
班
会
を

開
催
。
新
た
な
つ
な
が
り
が
広
が

り
ま
し
た
。
「
地
産
地
消
の
つ
ど

い
」
な
ど
地
域
行
事
へ
の
参
加
を

広
げ
、
医
療
生
協
の
「
見
え
る
化
」

を
進
め
ま
し
た
。
平
和
を
守
る
活

動
で
は
国
民
平
和
大
行
進
、
広
島

ツ
ア
ー
、
上
映
会
、
語
り
継
ぐ
紙

芝
居
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
最
後
ま
で
自
分
ら
し
さ
を
実
現

で
き
る
医
療
・
介
護

患
者
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

め
ざ
す
事
業
運
営
へ
、
学
習
と
実
践

に
取
り
組
み
ま
し
た

専
門
委
員
会
活
動
な
ど
、
職
員

と
組
合
員
の
協
同
で
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
ま
し
た
。
理
念
に
基
づ

く
事
業
活
動
の
実
践
の
た
め
「
医

療
福
祉
宣
言
」
の
改
定
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
６
事
業
所
で
働
く

職
員
間
の
連
携
強
化
の
た
め
に

「
チ
ー
ム
し
ず
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

③
組
織
の
拡
大
強
化
と
「
と
も
に

学
び
・
育
ち
あ
う
」
人
づ
く
り

仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し

新
規
加
入
95
人
に
対
し
脱
退
１

１
３
人
で
純
減
18
人
。
４
３
２
８

人
に
減
少
し
ま
し
た
。
出
資
金
は

脱
退
・
減
資
に
よ
り
９
７
６
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員
の
関
わ

り
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た

「
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
の
実

現
を
め
ざ
し
医
療
生
協
の
医
療
・

介
護
事
業
所
の
い
っ
そ
う
の
連
携

を
す
す
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
組

合
員
活
動
交
流
集
会
を
開
催
し
、

職
員
と
組
合
員
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
協
同
で
地
域
訪
問
行
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

④
２
０
２
５
年
度
決
算
報
告

経
常
利
益
▲
１
５
４
７
万
円
の

減
収
減
益
決
算
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
高
田
監
事
か
ら
監
事
監
査

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

活
動
方
針
と
予
算

①
健
康
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
活
動

＊
健
康
づ
く
り
、
た
す
け
あ
い
活
動

の
発
展
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
と

組
合
員
参
加
を
広
げ
る

＊
岐
路
に
立
つ
平
和
の
課
題
に
向
き

合
い
、
支
部
や
地
域
で
の
取
り
組

み
を
進
め
る

②
最
後
ま
で
自
分
ら
し
さ
を
実
現

で
き
る
医
療
・
介
護
活
動

＊
第
２
次
中
長
期
計
画
の
実
現
め
ざ

す
医
療
・
介
護
事
業
の
実
践
と
中

長
期
介
護
事
業
計
画
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む

③
組
織
の
拡
大
強
化
と
「
と
も
に

学
び
・
育
ち
あ
う
」
人
づ
く
り

＊
２
０
０
人
以
上
の
仲
間
ふ
や
し
を

目
標
に
取
り
組
む

＊
支
部
や
班
の
運
営
委
員
、
機
関
紙

配
布
な
ど
の
担
い
手
ふ
や
し

＊
地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員
の
協

同
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み

＊
私
た
ち
の
医
療
生
協
を
拡
げ
・
強

め
る
た
め
の
人
づ
く
り

④
２
０
２
６
年
度
予
算

＊
予
算
達
成
し
単
年
度
黒
字
化
を
実

現
す
る

＊
医
療
生
協
の
理
念
、
民
医
連
の
綱

領
を
実
践
す
る
事
業
活
動
を
す
す

め
る

第
３
号
議
案

役
報
酬
決
定
の
件

役
員
報
酬
規
定
で
定
め
る
基
準

に
基
づ
き
、
常
勤
の
専
務
理
事
お

よ
び
常
務
理
事
２
人
の
全
３
人
の

報
酬
総
額
を
年
間
３
１
０
０
万
円

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

第
４
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
の
件

今
総
代
会
で
退
任
す
る
４
人
と

期
中
に
逝
去
さ
れ
た
理
事
１
人
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

第
５
号
議
案

役
員
選
挙
の
件

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
役
員
選
挙
管
理
委

員
会
の
宇
津
時
雄
委
員
長
よ
り
、

５
月
に
実
施
し
た
役
員
候
補
者
の

受
付
、
受
け
付
け
た
候
補
者
の
名

簿
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
役
員

候
補
者
資
格
審
査
委
員
会
の
松
岡

惠
子
委
員
長
か
ら
は
審
査
の
結
果
、

候
補
者
全
員
が
資
格
を
有
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
理

事
・
監
事
と
も
に
定
数
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
票
を
省
略

し
て
全
員
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
理
事
24
人

中
22
人
が
留
任
、
新
任
で
選
出
さ

れ
た
の
は
２
人
で
、
支
部
推
薦
の

葛
野
法
林
さ
ん
、
古
橋
和
仁
さ
ん

で
す
。
監
事
２
人
は
留
任
で
す
。

《
新
役
員
》

理
事
長

木
村
隆
之
（
留
）

専
務
理
事

中
村
英
洋
（
留
）

理
事

柄
澤
正
人
（
留
）

松
岡
和
彦
（
留
）

笹
田
参
三
（
留
）

水
野
明
典
（
留
）

水
島
弘
子
（
留
）

堀
井
聡
至
（
留
）

青
木
公
二
（
留
）

木
村

航
（
留
）

古
川
正
裕
（
留
）

川
村
一
郎
（
留
）

葛
野
法
林
（
新
）

関

豊
明
（
留
）

中
尾
恵
美
子
（
留
）

宮
川
恵
子
（
留
）

高
木
正
一
（
留
）

大
橋
保
子
（
留
）

笹
田
ト
ヨ
子
（
留
）

川
地
幸
弘
（
留
）

山
河
由
美
子
（
留
）
古
橋
和
仁
（
新
）

岡
崎
和
子
（
留
）

野
津
京
子
（
留
）

監
事

大
橋
泰
子
（
留
）

高
田
一
朗
（
留
）

中
村
専
務
理
事
か
ら
５
つ
の
議
案
を
提
案

全
議
案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
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５
月
に
開
催
し
た
総
代
会
議
に

お
い
て
、
議
案
を
深
め
る
た
め
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
特
に
医
療
・
介
護
の
事
業

に
関
す
る
意
見
や
質
問
が
多
く
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
各
事
業

所
か
ら
そ
れ
ら
に
答
え
る
形
で
発

言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

診
療
所
柄
澤
所
長
か
ら
は
、
医

師
体
制
の
充
実
に
向
け
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
（
内
容
は
下
囲
み
記

事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

診
療
所
水
野
事
務
長
は
、
健
診

や
予
防
接
種
の
取
り
組
み
を
強
め

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て
、

健
診
メ
ニ
ュ
ー
の
改
善
や
お
知
ら

せ
を
増
や
す
な
ど
強
め
て
い
き
た

い
と
の
発
言
の
ほ
か
、
院
外
処
方

せ
ん
に
移
行
し
た
成
果
や
課
題
、

ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
に
つ
い
て
発
言

し
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
伊

賀
並
理
学
療
法
士
か
ら
は
、
大
垣

市
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
短
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
わ
っ
た
経
験
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
わ
っ

て
寺
倉
作
業
療
法
士
が
、
岐
阜
県

作
業
療
法
士
学
会
・
最
優
秀
演
題

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
水
島

所
長
か
ら
は
、
最
初
に
訪
問
看
護

師
の
退
職
に
伴
い
、
利
用
者
・
家

族
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
の

お
詫
び
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

24
時
間
対
応
を
含
め
た
再
開
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

介
護
支
援
事
業
所
木
村
課
長
か

ら
、
不
破
事
業
所
休
止
に
い
た
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と

も
に
、
現
在
、
垂
井
町
に
あ
る
事

務
所
は
、
組
合
員
活
動
室
と
と
も

に
残
し
、
相
談
活
動
は
じ
め
ケ
ア

マ
ネ
業
務
は
継
続
す
る
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
組
合
員
か
ら
の
発

言
に
移
り
、
川
村
理
事
よ
り
、
今

年
の
健
康
ま
つ
り
の
開
催
日
程
を

10
月
25
日
に
す
る
こ
と
や
趣
味
を

活
か
し
た
班
活
動
（
健
康
麻
雀
や

盆
お
ど
り
同
好
会
）
の
活
動
に
つ

い
て
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
だ
け
で
も
、
み
ん
な
で
や

る
こ
と
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
力

に
な
る
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

赤
坂
支
部
の
宇
津
総
代
は
、
現

在
、
政
府
の
社
会
保
障
削
減
の
も

と
で
医
療
介
護
の
環
境
が
大
変
厳

し
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
軍
事
費

は
急
激
に
増
大
、
軍
事
費
が
増
え

れ
ば
福
祉
は
削
ら
れ
る
と
い
う
の

は
歴
史
の
常
と
、
政
治
の
状
況
に

つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職
員
退
職
に

伴
う
縮
小
の
背
景
に
つ
い
て
、
客

観
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
、
あ
わ

せ
て
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
め

ざ
す
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
と

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
組
織
の
課

題
で
は
組
合
員
ふ
や
し
、
出
資
金

ふ
や
し
の
取
り
組
み
を
強
化
し
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

中
央
支
部
の
繁
澤
総
代
は
、
大

垣
市
に
お
け
る
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
特
に
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
・
障
害
者
の
移
動

支
援
が
な
い
。
医
療
生
協
が
行
っ

て
い
る
福
祉
有
償
運
送
が
唯
一
で
、

市
議
と
し
て
大
垣
市
が
補
助
を
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
福
祉
分

野
に
も
っ
と
目
を
向
け
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
め
ざ
す
よ
う
医
療
生

協
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
討
議
で
９
人
が
発
言

今総代会で退任された4人の方々の長年
のご尽力に感謝し、花束を贈りました

総
代
会
の
中
で
、
柄
澤
所

長
か
ら
今
後
の
医
師
体
制
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
岐
阜
民
医
連
に
医
師
派
遣

要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
み
ど
り
病
院

で
勤
務
さ
れ
て
い
る
鈴
木
先

生
で
す
。
７
月
か
ら
月
曜
、

木
曜
、
金
曜
の
週
３
日
で
す

が
、
午
前
診
療
と
午
後
の
訪

問
診
療
に
、
月
曜
日
は
夜
診

に
も
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
先
生

を
紹
介
し
ま
す
。
」

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
み

ど
り
病
院
か
ら
参
り
ま
し
た

内
科
の
鈴
木
と
申
し
ま
す
。

み
ど
り
病
院
で
は
10
年
近
く

内
科
を
中
心
に
診
療
に
あ
た

り
、
入
院
患
者
さ
ん
の
対
応

が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
外

来
、
訪
問
診
療
に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
」

診
療
所
の
医
師
体
制

７
月
か
ら
鈴
木
圭
先
生

が
診
療
に
加
わ
り
ま
す

写真左から 正岡礼子さん、長屋由利子さん、
齋藤葉子さん、黒田晶子さん

全体討議でフロアからの発言の様子
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介
護
予
防

短
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
が
き
プ
ロ
」
同
窓
会

５
月
26
日
、
リ
ハ
ビ
リ

科
予
防
支
援
チ
ー
ム
は
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
「
お
お
が
き

元
気
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
が
き
プ
ロ
）
」
の
卒
業

生
が
集
う
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
医
療
生
協
の

川
村
一
郎
理
事
の
協
力
で
、

「
ひ
ま
わ
り
喫
茶
」
を
開

き
、
同
窓
会
と
の
嬉
し
い

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
し
ま
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

安
八
町
在
住
の
日
比
野
宗

夫
さ
ん
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

夢
宙
工
房
）
を
お
招
き
し

ま
し
た
。
日
比
野
さ
ん
は

20
年
前
に
大
病
を
患
う
も

奇
跡
的
に
克
服
さ
れ
、
現

在
は
「
縁
を
大
切
に
、
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

い
う
熱
い
思
い
か

ら
、

「
ふ
く
し
レ
ク
ゲ
ー
ム
」

の
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
比

野
さ
ん
よ
り
心
の
こ
も
っ

た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ゲ
ー

ム
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
は
介
護
セ
ン
タ
ー
の

多
目
的
室
に
て
大
切
に
保

管
し
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

〈出資金増資のお願い〉
現在リハビリ室で使用しているトレーニ

ング機器は、購入から14年が経過しました。

介護通所リハビリテーションでも使用して

おり、多くの方の運動に不可欠なものです。

今後も皆様に安心して効果的なリハビリを

継続していただくため、トレーニング機器

の入れ替えを計画しています。

地域の健康を守り、リハビリ環境の充実

のため、トレーニング機器購入資金にあて

る出資金の増資に、皆様からのご協力を心

よりお願い申し上げます。

目標金額は500万円です。

しずさと診療所 所長 柄澤正人

リハビリテーション科担当 青木・吉井

《問合先》０５８４–９３–１１７９

し
ず
さ
と
診
療
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
ご
案
内

診
療
所
で
は
、
理
学
療
法

士
２
名
、
作
業
療
法
士
１
名
、

言
語
聴
覚
士
１
名
、
リ
ハ
ビ

リ
助
手
３
名
で
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
中
に
外
来

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
医

療
保
険
対
応
・
予
約
制
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
月
に
約
45
名
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

腰
や
膝
の
痛
み
、
骨
折
後
の

機
能
回
復
と
い
っ
た
整
形
外

科
疾
患
か
ら
、
脳
梗
塞
・
脳

出
血
後
の
歩
行
障
害
や
手
の

動
か
し
に
く
さ
、
こ
と
ば
の

障
害
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
支
援
と
し
て
、
理

学
療
法
で
歩
行
や
体
力
の
向

上
、
作
業
療
法
で
日
常
生
活

動
作
の
改
善
、
言
語
療
法
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
し
ま

す
。
「
以
前
の
よ
う
に
歩
き

た
い
」
「
家
事
や
趣
味
を
続

け
た
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
に
は
医
師
の
診
察
と

指
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
単
に
疾
患
や

身
体
機
能
だ
け
に
向
き
合
う

の
で
は
な
く
、
日
々
の
関
わ

り
を
通
じ
て
「
そ
の
人
ら
し

さ
」
を
引
き
出
す
こ
と
を
何

よ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
外
来
リ
ハ
ビ

リ
を
き
っ
か
け
に
一
歩
を
踏

み
出
し
、
医
療
生
協
の
「
囲

碁
班
会
」
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
方
も
２
名
お
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
患
者
さ
ま

一
人
ひ
と
り
の
目
標
や
生
活

環
境
に
合
わ
せ
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
生

協
の
班
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
西
濃
た

す
け
あ
い
と
も
協
同
し
て
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

イ
ン
ス
タ
登
録
会

６
月
２
日
と
９
日
に
組

合
員
活
動
会
議
室
に
て
開

催
し
、
12
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
登
録
か
ら
操

作
方
法
の
説
明
に
「
わ
か

ら
な
い
わ
」
「
他
の
人
に

ち
ゃ
ん
と
教
え
ら
れ
る
か

し
ら
？
」
そ
ん
な
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

真
剣
な
表
情
で
一
つ
ひ
と

つ
操
作
を
確
認
し
、
登
録

が
完
了
す
る
と
「
で
き
た
！
」

「
こ
れ
で
見
ら
れ
る
ね
」

と
笑
顔
も
あ
ふ
れ
、
楽
し

い
登
録
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
の
は
少
し
勇
気
が
い
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
し
っ
か

り
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
班
活
動
の
写
真
も
投

稿
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る

と
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

の
写
真
を
持
っ
て
こ
よ
う

か
な
」
と
言
わ
れ
る
方
も

み
え
ま
し
た
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
各
事
業
所
や
職
員
、

組
合
員
さ
ん
の
活
動
を
見

え
る
化
し
、
お
互
い
を
身

近
に
感
じ
る
情
報
発
信
の

場
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！
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全11支部が総会を開催
あなたも支部の運営委員会に参加し、健康
づくり活動をご一緒にすすめませんか

西濃医療生協は、11の地域に支部をつくり、健康づ
くりやたすけあいの活動を行っています。それぞれ
の支部が総会を開催し講座や上映会など行いました。
そのうち５支部の様子を紹介します。

不
破
支
部

総
会
と
上
映
会
を
開
催

５
月
16
日
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ

ザ
垂
井
で
総
会
と
垂
井
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

の
映
画
上
映
を
行
い
、
34
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
垂
井
町
で

は
認
知
症
啓
発
活
動
と
し
て
、

映
画
上
映
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン

プ
」
は
39
歳
で
若
年
性
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
男
性
の
実
話
を
も
と
に

し
た
映
画
で
す
。
若
年
性
認
知

症
は
推
計
で
３
万
５
千
人
ほ
ど

の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

働
き
盛
り
で
家
族
を
支
え
て

い
る
た
め
、
仕
事
を
辞
め
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
病
気
に

気
付
き
に
く
く
、
人
に
も
言
い

づ
ら
い
な
ど
の
葛
藤
も
あ
り
ま

す
。
自
宅
へ
の
帰
り
道
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
夫
が
、
迎
え
に

来
た
妻
に
す
が
っ
て
泣
く
シ
ー

ン
は
、
涙
な
し
で
は
観
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
彼
は
職

場
の
み
ん
な
に
認
知
症
で
あ
る

こ
と
を
打
ち
明
け
、
協
力
を
得

て
、
仕
事
を
続
け
ま
す
。
困
っ

た
時
は
人
を
頼
り
、
周
り
に
協

力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
認
知
症

で
も
人
生
を
あ
き
ら
め
な
く
て

も
い
い
ん
だ
と
彼
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
す
。

映
画
終
了
後
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
服
や
カ
バ
ン
に
付

け
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
つ
い
た
見

守
り
シ
ー
ル
や
多
角
的
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。認

知
症
に
な
っ
て
も
悲
観
せ

ず
、
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た
し

た
ち
も
認
知
症
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
や
さ
し
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

山
河
由
美
子

大
垣
西
支
部

５
月
24
日
、
介
護
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室
で
総
会
を
行
っ
た
後
、

大
垣
市
出
前
講
座
「
人
生
会
議
」

を
開
催
、
16
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

私
は
、
人
生
会
議
と
は
「
終

活
」
を
考
え
る
テ
ー
マ
な
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
大
垣
市
民
病
院
の

中
島
医
師
か
ら
「
わ
た
し
の
想

い
か
ら
は
じ
め
る
人
生
会
議
」

と
題
し
て
お
話
が
あ
り
、
「
も

し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し

た
。４

人
１
組
で
カ
ー
ド
を
め
く

り
、
自
分
の
思
い
と
同
じ
カ
ー

ド
と
交
換
。
５
周
し
て
手
元
に

残
っ
た
カ
ー
ド
が
「
私
の
思
い
」

と
の
こ
と
。
先
生
の
お
話
の

「
自
分
で
選
択
し
て
生
き
て
き

た
」
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
自

分
の
意
志
で
の
選
択
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
内
容

の
吟
味
で
、
よ
り
深
い
も
の
に

で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。

川
村
一
郎

宇
留
生
支
部

総
会
と
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

５
月
24
日
、
青
墓
地
区
セ

ン
タ
ー
で
総
会
と
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
を
行
い
、
14
人
参

加
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
支

部
は
、
毎
月
１
回
班
会
と
し

て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
ま

す
。
も
っ
と
多
く
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
今
年
度
は
、
総

会
開
催
に
合
わ
せ
、
広
く
お

声
掛
け
を
し
て
、
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
指
導
員
の
玄
さ
ん
の

も
と
で
初
め
て
の
方
も
交
え
、

元
気
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
で
茶
話
会
を
開

き
、
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と

や
医
療
生
協
が
今
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
、
今
日
の
感
想

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
お
話
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宮
川
惠
子

赤
坂
支
部

総
会
と
健
康
サ
ロ
ン

５
月
21
日
、
青
墓
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

健
康
サ
ロ
ン
の
テ
ー
マ
は
、
身
近
な
市
政

に
つ
い
て
「
知
る
と
こ
ん
な
い
い
こ
と
が
分

か
る
よ
」
で
し
た
。
講
師
は
医
療
生
協
の
元

職
員
で
も
あ
る
繁
澤
大
垣
市
議
。
65
歳
以
上

車
の
運
転
が
で
き
な
い
人
に
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト

１
万
円
分
の
配
布
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

有
料
ゴ
ミ
袋
の
形
態
・
容
量
の
改
善
、
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
ガ
キ
ペ
イ
カ
ー
ド
の
利

用
状
況
と
有
効
期
限
が
８
月
末
ま
で
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
身
近
に
利
用
で
き
る
制
度
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
津
時
雄

大
垣
中
央
支
部

5
月
14
日
、
大
垣
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
和
室
で
の
支
部
総
会
の

前
に
「
落
語
で
笑
お
う
会
」
を
企

画
し
、
演
目
「
ね
ず
み
」
を
夢
乃

屋
馬
笑
師
匠
（
早
崎
静
香
さ
ん
）

に
演
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

馬
笑
師
匠
は
出
囃
子
に
の
っ
て

登
場
し
、
高
座
の
座
布
団
に
正
座

し
、
お
も
む
ろ
に
羽
織
を
脱
い
で

落
語
は
始
ま
り
ま
し
た
。
も
う
こ

の
出
だ
し
で

私
た
ち
は
落

語
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。

客
引
き
の

子
供
に
連
れ

て
来
ら
れ
て

「
ね
ず
み
屋
」

と
い
う
粗
末
な
宿
に
泊
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
左
甚
五
郎
は
、
こ
の
子

の
父
親
は
か
つ
て
は
町
一
番
の
大

宿
「
虎
屋
」
の
主
人
だ
っ
た
の
に

番
頭
に
乗
っ
取
ら
れ
物
置
小
屋
で

見
す
ぼ
ら
し
い
宿
を
父
と
子
で
営

ん
で
い
る
と
知
り
、
一
晩
で
彫
り

上
げ
た
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
を
子
供
に

手
渡
し
て
翌
朝
旅
立
つ
。
こ
の
ネ

ズ
ミ
は
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
動
き
評

判
と
な
っ
て
宿
が
繁
盛
し
、
ま
た

大
宿
「
虎
屋
」
を
取
り
戻
す
と
い

う
人
情
噺
で
し
た
。
師
匠
の
玄
人

ハ
ダ
シ
の
話
芸
に
引
き
込
ま
れ
、

う
れ
し
い
結
末
で
ほ
っ
こ
り
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
も
満
足
そ
う
な

顔
を
し
て
お
ら
れ
、
こ
の
企
画
は

大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

大
橋
保
子
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、

６
月
11
日
に
組
合
員
活
動
会

議
室
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
会
」
（
大
垣
市
出
前
講
座
）

を
開
催
し
、
19
人
（
組
合
員

17
人
・
職
員
２
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
に

参
加
し
て

私
の
園
芸
福
祉
活
動
や
草

取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
花

が
好
き
」
「
人
が
好
き
」
が

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
好
き

な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を

自
分
の
意
志
で
始
め
た
の
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
み
な

が
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
を
と
お
し
て
味
わ
え
る

充
実
感
や
学
び
だ
け
で
な
く
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ

た
こ
と
も
喜
び
の
一
つ
で
す
。

学
習
会
に
出
席
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
再

確
認
し
、
元
気
な
う
ち
は
で

き
る
だ
け
長
く
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
宅
喜
美
代

揖
斐
支
部
・
健
康
講
座

３
月
12
日
に
池
田
町
中
央
公
民
館

で
健
康
講
座
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
し
ず
さ
と
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
鴨
さ
ん
と
木
村

さ
ん
で
し
た
。

事
前
に
支
部
よ
り
認
知
症
に
つ
い

て
い
く
つ
か
質
問
を
送
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
認
知
症
の
検
査
は
西
濃
厚
生

病
院
や
大
垣
市
民
病
院
で
で
き
る
こ

と
、
岐
南
町
の
「
お
く
む
ら
メ
モ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
病
院
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
つ
や
難
聴

も
認
知
症
と
間
違
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
認
知
症
に
処
方
さ
れ
る

薬
の
こ
と
な
ど
、
参
加
者
の
質
問
に

も
た
く
さ
ん
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
大
垣
か
ら
も
組
合
員
の
方
々
が

来
て
く
だ
さ
り
30
名
近
い
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

松
岡
律
子

健
康
委
員
会

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
は
１
７
６
人
の
参
加

で
、
初
め
て
の
方
が
27
人
で

し
た
。
年
齢
層
は
70
歳
以
上

が
１
４
５
人
、
70
歳
未
満
が

31
人
で
し
た
。

目
標
を
「
達
成
で
き
た
」

「
ま
あ
ま
あ
で
き
た
」
と
回

答
さ
れ
た
の
は
82
％
に
あ
た

る
１
４
５
人
で
し
た
。

１
０
０
人
の
方
か
ら
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●

目
標
に
向
か
っ
て
一
日
一

日
意
識
し
な
が
ら
生
活
を
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
自
然
に

体
を
動
か
す
よ
う
に
な
り
、

前
向
き
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
。

●

出
来
る
だ
け
多
く
無
理
の

な
い
歩
数
で
続
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
記
録
す
る
こ
と

で
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
も

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

●

思
う
よ
う
に
で
き
な
く
て

難
し
か
っ
た
。

グラウンドゴルフで楽しく健康づくり
日にち

７月 ９日(木) 15日(水) 21日(火) 30日(木)

８月 ４日(火) 12日(水) 20日(木) 26日(水)

９月 ２日(水) 11日(金)

※それぞれ12時半プレー開始

※35度以上の猛暑日は中止します

場 所 三城公園 ソフトボール場

問合・申込先 河村秀一 090-5450-3227

健康講座「お薬のはなし」
日にち ９月19日（土） 14:00～15:30

場 所 組合員活動部 会議室

講 師 静里しいのみ薬局

薬局長 谷 知彦 さん(薬剤師)

＊詳しくは本紙折り込みチラシをご覧ください。

山楽会

日にち ７月13日(月) 雨天中止

行き先 鎌刃城跡（米原市番場 標高384m）

山頂に築かれた戦国時代の典型的な山城。

東西、南北とも400mと小谷城に次ぐ規模

を誇る。石垣、曲輪、堀切、竪堀など遺

構が多く、国の史跡にも指定。

集合場所・時間 しずさと診療所 8:00

持ち物 弁当、お茶、雨具、帽子、杖、登山靴

会 費 200円＋交通費400円

※日程変更する場合あり。詳細は問合先まで
※猛暑が予想されますので、ウォーキングの会
は７月８月お休み、山楽会は８月お休みです。

問合せ 梅村民雄 090-4232-9057

杉野茂樹 080-9832-3399
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５
月
６
日
に
東
京
夢
の
島
・
第
五
福

竜
丸
展
示
館
前
を
出
発
し
た
「
国
民
平

和
大
行
進
・
東
京
～
広
島
ル
ー
ト
」
が
、

６
月
15
日
夕
刻
に
大
垣
市
に
入
り
、
翌

16
日
は
、
大
垣
公
園
か
ら
出
発
し
、
垂

井
宿
長
浜
屋
を
経
由
し
県
内
最
終
地
で

あ
る
関
ケ
原
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。

出
発
集
会
で
は
大
垣
市
長
の
代
理
、

垂
井
町
で
の
歓
迎
集
会
で
は
町
長
、
関

ケ
原
町
で
の
引
き
継
ぎ
集
会
で
も
町
長

が
参
加
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

西
濃
医
療

生
協
で
は
、

患
者
・
利
用

者
さ
ん
に
も

協
力
を
呼
び

か
け
、
職
員

も
加
わ
っ
て

折
り
鶴
を
作

り
、
千
羽
を
束
ね
ま
し
た
。
途
中
の
休

憩
所
で
、
利
用
者
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に

千
羽
鶴
を
手
渡
し
、
行
進
者
に
平
和
へ

の
願
い
を
託
し
ま
し
た
。
今
年
も
大
垣

市
内
か
ら
関
ケ
原
町
ま
で
の
間
に
職
員

が
６
人
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
６
国
民
平
和
大
行
進

国
連
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に

日
本
政
府
も
署
名
・
批
准
を

～戦後81年！ 今も続く被害の実相～

主催：日本被団協 岐阜県原爆被害者の会
西濃ピースフェスティバル実行委員会

後援：大垣市教育委員会

問合先 0584-73-8222 大垣おやこ劇場
※月・水・金 10時～17時

問 090-2689-3438 西濃教育会館 山岸

お寺で 平和の鐘つき 原爆パネル展 開催
８月６日（木）10時～

長明寺（大垣市割田1-165-1）

広島に原子爆弾が投下された８月６日。

今年も長明寺で「平和の鐘つき」を行います。

主催：新日本婦人の会大垣支部

上映会 「黒川の女たち」
～なかったことにはできない～

1945年関東軍敗走の満州で待ち受けた、岐阜県か

ら渡った黒川開拓団の壮絶な運命。戦争と性暴力の

事実、いま知るべきことがここに在る。

と き ９月６日（日）13時～

ところ 大垣市情報工房５階 スインクホール

参加協力券 大人500円（18歳以下無料）

主催：大垣で「黒川の女たち」を観る会

不破支部 平和の集い
８月６日(木) ９時30分～11時30分

垂井町 明泉寺（垂井町岩手631）

ブレンディさんによるコンサート

紙芝居「たみちゃんのノーモアヒロシマ」

宇田さん(岐朋会)の被爆証言

問合先 伊藤 22-5719 山河 22-4316

県内最終地関ケ原町で職員２人(両端)と
県内通し行進者の中村元職員の３人で

と き ７月25日(土)・26日(日)
両日とも９時～15時

ところ スイトピアセンター３階展示室
◆ヒロシマ・ナガサキ「原爆と人間」パネル展示

◆広島の高校生が描いた「原爆の絵」展示

◆被爆稲の展示

と き ７月26日(日) 10時～15時
★寺ちゃんのピースソング（伊舞木座）

★被爆体験者の話を聞いてみよう

～岐朋会の方のお話＆紙芝居～

★被爆２世として＆平和行進報告

★体験・交流コーナー

・体験者と交流 ・絵本、折り鶴コーナー

・スタンプラリーにチャレンジ
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西濃医療生協のホームページで機関紙「げんき」のバックナンバーをＰＤＦファイルでご覧いただけます。 http://seinou.coop/

診療所お盆休診 8月15日(土)～8月17日(月)

日にち：８月６日(木) ９月10日(木）

場 所：しずさと診療所内
○相談時間：午後２時～３時 ※１件あたり30分

○事前申込みが必要です。本部 0584-92-3268

多重債務(破産・再生・任意整理)、離婚・

親権、遺産相続、交通事故、労働災害、医

療事故、消費者被害、損害賠償など。提携

弁護士がご相談をお受けします。

診療所・介護事業所の草取りボラに
皆さまのご協力お願いします

日にち ７月26日(日) 雨天の場合８月２日(日)

８月23日(日) 雨天の場合８月30日(日)

※集合時間は午前７時

集合場所 しずさと診療所

問合先 正岡礼子 0584-27-5957

＜医療生協・医療・介護のお問い合わせは＞

▼本部
〒503-0982 大垣市久徳町153-1
電話 0584-92-3268

▼しずさと診療所
〒503-0982 大垣市久徳町153-1
診療 電話 0584-93-1170 FAX 0584-93-1169
リハビリ 電話 0584-93-1179 FAX 0584-93-0345

▼デイサービスひのき
〒503-0981 大垣市桧町706
電話 0584-93-0310 FAX 0584-93-0311

▼介護センターしずさと
〒503-0981 大垣市桧町1452
電話 0584-91-3912 FAX 0584-93-1151
・介護支援センター 0584-93-1171
・デイサービスセンター 0584-93-1172
・訪問看護ステーション 0584-93-1173
・ショートステイ 0584-93-1175

※１ 金曜日の第３診察室
柄澤医師が検査(胃カメラ・エコー)を行います。

※２ 土曜日の診察
第１･第３土曜は柄澤医師が担当します。

第２土曜は松井医師が担当します。

第４･第５土曜は小林医師が担当します。

しずさと診療所 診療案内

月 火 水 木 金 土

8～9時 検査 柄澤 柄澤 ー 柄澤 柄澤 ー

9-12時

第１診 鈴木 柄澤 柄澤 柄澤 阿川 ※２

第２診 塩澤 阿川 粕谷 鈴木 鈴木 ー

第３診 ー ー ー ー ※１ ー

14-17時 訪問診療
柄澤
塩澤

柄澤 柄澤
柄澤
鈴木

鈴木

17-19時 第１診 鈴木 泉 柄澤

エコー検査・栄養指導のご案内
検査技師による心・頸動脈エコー(毎週水曜日)

管理栄養士による栄養指導(第２火曜･第４金曜)

※診察時にご相談ください。

内科・外科・整形外科・リハビリテーション科

ひまわり喫茶 月１回でおためしスタート！

《お手伝いできる方募集中です》

■ 毎月第４火曜日 10時～12時 ７月は28日です。

■ 介護センター多目的ホール

■ レギュラーコーヒー １杯 100円

※介護センター開設後、ボランティアさんが多目的ホール

を使って百円喫茶を始めましたが、しばらく中断してい

ました。

問合先 川村一郎 090-9178-0913

盆おどり同好会 本番決定！
地域の盆おどり行事予定が入ってきました。

７月18日(土) 13時～17時
奥の細道むすびの地記念館２階

８月１日(土) 盆おどりは18時ごろから

綾里地区センターまつり

８月23日(日) 17時～

静里小学校夏まつり

７月31日(金)～８月２日(日) 18時～

水都まつり

７月８月の練習は第４火曜日 13時30分から
予定どおり行います。どなたでもご参加いただけ
ます。 問合先 川村一郎 090-9178-0913

７月から新しく鈴木医師が加わり、月（午前診・夜診）
木曜（午前診・訪問診療）、金（午前診・訪問診療）を担
当することになりました。

◎医師 在宅医療に関心のある方

◎訪問看護師常勤または非常勤

◎介護福祉士・介護士 デイサービス：非常勤

◎非常勤理学療法士作業療法士 言語聴覚士
詳細は本部 中村まで 電話 0584-92-3268

一緒に働く仲間をご紹介いただけませんか？


